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１１１１ 高度高度高度高度ICTICTICTICT人材育成人材育成人材育成人材育成にににに関関関関するするするする研究会研究会研究会研究会についてについてについてについて

目的等目的等目的等目的等

検討事項検討事項検討事項検討事項

総務大臣の懇談会であるＩＣＴ国際競争力懇談会「最終とりまとめ」（平成19年4月）を受けて総務省で取りまとめた「ＩＣＴ国際競争力強化プログラム」 （平成19年5月）において、「・・・拠点大学院構想を支援するとともに、・・・ナショナルセンター的機能を有する高度ＩＣＴ人材育成機関の在り方などを含む抜本的な高度ＩＣＴ人材育成策」を検討することとされている。これを踏まえて、我が国における高度ＩＣＴ人材の育成の現状について検証し、国際競争力を強化するために求められる高度ＩＣＴ人材育成機関・機能の在り方などを含む抜本的な高度ＩＣＴ人材育成策について検討するため、総務省政策統括官（情報通信担当）の研究会として開催（平成19年9月～平成20年5月）。
（１）我が国において求められる高度ＩＣＴ人材像について（２）高度ＩＣＴ人材育成に必要な育成プログラムについて（３）高度ＩＣＴ人材育成を促進するためのナショナルセンター的機能を有する人材育成機関・機能の在り方（４）高度ＩＣＴ人材育成にあたっての産学官の役割と連携推進（５）グローバルな観点からの高度ＩＣＴ人材育成（海外高度ＩＣＴ人材育成機関との連携等）（６）産業界における高度ＩＣＴ人材育成環境の在り方（７）その他

構成員構成員構成員構成員石島 辰太郎 産業技術大学院大学学長大西 弘致 トヨタ自動車㈱常務役員大場 善次郎 東京大学特任教授筧 捷彦 早稲田大学理工学術院教授北川 博之 筑波大学システム情報工学研究科教授斎藤 潔 富士通㈱ FUJITSUユニバーシティ本部長佐久間 一郎 東京大学大学院工学系研究科教授重木 昭信 ㈱NTTデータ代表取締役副社長執行役員大力 修 新日鉄ソリューションズ㈱常務取締役中島 純三 ㈱日立製作所執行役常務原沢 隆三郎 ㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 事務・システム部門長/常務取締役（座長）村岡 洋一 早稲田大学理工学術院教授（オブザーバー）内閣官房ＩＴ担当室、文部科学省専門教育課、経済産業省情報処理振興課 、日本経済団体連合会事務局

（五十音順、敬称略）
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２２２２ 報告書報告書報告書報告書のののの概要概要概要概要

（（（（１１１１）））） 高度高度高度高度ICTICTICTICT人材育成人材育成人材育成人材育成のののの現状現状現状現状とととと課題課題課題課題 ①①①①産業構造産業構造産業構造産業構造
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○ ICT企業

・ 国内企業からのオーダーメイド型

の受託開発中心

・ 人月単価主義（製品等の価値に

基づく価格設定が不十分）

・ 分化・分業が不十分

・ 多重下請構造

・ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ等オフショア化の進展

○ ICT利用企業等

・ 新たな付加価値を創造するような

ICT利活用が不十分

・ 人材の質的な不足による、ICT投資

の高コスト化 等

低収益低収益低収益低収益、、、、マーケットメカニズムマーケットメカニズムマーケットメカニズムマーケットメカニズムがががが働働働働きにくいきにくいきにくいきにくい構造構造構造構造
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２２２２ 報告書報告書報告書報告書のののの概要概要概要概要

（（（（１１１１）））） 高度高度高度高度ICTICTICTICT人材育成人材育成人材育成人材育成のののの現状現状現状現状とととと課題課題課題課題 ②②②②人材人材人材人材のののの活躍活躍活躍活躍のののの場場場場（（（（人材育成環境人材育成環境人材育成環境人材育成環境））））

3

○ ICT企業

・ 長時間労働の慢性化等により、

人材育成のための時間確保が

不十分

・ OJT、OFF-JT機会の減少

・ 能力に応じた適正な処遇が不十分

・ キャリアパスが不明確 等

○ ICT利用企業等

・ マネジメント層のICT部門、ICT人材

への理解・評価が不十分

・ ICT部門の子会社化等により、企業

内人材の不足及び質の維持が

困難 等

処遇面処遇面処遇面処遇面をををを中心中心中心中心としたとしたとしたとしたICTICTICTICT人材人材人材人材のののの職業職業職業職業としてのとしてのとしてのとしての魅力低下魅力低下魅力低下魅力低下
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２２２２ 報告書報告書報告書報告書のののの概要概要概要概要

（（（（参考参考参考参考①①①①））））情報処理産業就業者情報処理産業就業者情報処理産業就業者情報処理産業就業者のののの長時間労働長時間労働長時間労働長時間労働のののの慢性化慢性化慢性化慢性化のののの状況状況状況状況

○○○○ 特特特特ににににICTICTICTICT企業企業企業企業においてはにおいてはにおいてはにおいては、、、、情報情報情報情報システムシステムシステムシステム開発等開発等開発等開発等のののの下流工程下流工程下流工程下流工程をををを中心中心中心中心にににに、、、、オフショアオフショアオフショアオフショア

化等化等化等化等のののの進展進展進展進展にににに伴伴伴伴ううううコストコストコストコスト削減圧力削減圧力削減圧力削減圧力のののの高高高高まりまりまりまり、、、、情報情報情報情報システムシステムシステムシステムのののの複雑化複雑化複雑化複雑化とととと高高高高いいいい信頼性信頼性信頼性信頼性

要求要求要求要求によるによるによるによる長時間労働長時間労働長時間労働長時間労働のののの慢性化慢性化慢性化慢性化などなどなどなど、、、、厳厳厳厳しいしいしいしい勤務環境勤務環境勤務環境勤務環境（（（（新新新新３３３３Ｋ）Ｋ）Ｋ）Ｋ）
（（（（注注注注））））

○○○○ 例例例例えばえばえばえば、、、、情報処理産業情報処理産業情報処理産業情報処理産業のののの就業者就業者就業者就業者はははは、、、、平均的平均的平均的平均的なななな勤労者勤労者勤労者勤労者とととと比比比比べてべてべてべて、、、、年間年間年間年間でででで322時間時間時間時間

（（（（２００５２００５２００５２００５年年年年））））もももも長長長長くくくく働働働働いているといういているといういているといういているというデータデータデータデータもあるもあるもあるもある。。。。

注注注注：「：「：「：「きついきついきついきつい」、「」、「」、「」、「帰帰帰帰れないれないれないれない」、「」、「」、「」、「給与給与給与給与がががが安安安安いいいい」（」（」（」（あるいはあるいはあるいはあるいは「「「「気気気気がががが休休休休まらないまらないまらないまらない」）」）」）」）といわれているといわれているといわれているといわれている（（（（平成平成平成平成19年度版情報通信白書年度版情報通信白書年度版情報通信白書年度版情報通信白書））））

情報処理産業：（独）情報処理推進機構「第28回情報処理産業経営実態調査報告」により作成全産業平均：「毎月勤労統計調査平成17年分結果確報」により作成

＜＜＜＜情報処理産業就業者情報処理産業就業者情報処理産業就業者情報処理産業就業者のののの所定内外労働時間所定内外労働時間所定内外労働時間所定内外労働時間とととと全産業平均全産業平均全産業平均全産業平均とのとのとのとの比較比較比較比較＞＞＞＞

所定内労働時間所定内労働時間所定内労働時間所定内労働時間 所定外労働時間所定外労働時間所定外労働時間所定外労働時間（（（（残業時間残業時間残業時間残業時間）））） 労働時間労働時間労働時間労働時間のののの合計合計合計合計

情報処理産業情報処理産業情報処理産業情報処理産業 1111，，，，862862862862時間時間時間時間 263263263263時間時間時間時間 2222，，，，125125125125時間時間時間時間

全産業平均全産業平均全産業平均全産業平均 1111，，，，678678678678時間時間時間時間 125125125125時間時間時間時間 1111，，，，803803803803時間時間時間時間

差差差差 184184184184時間時間時間時間 138138138138時間時間時間時間 322322322322時間時間時間時間

（出典）総務省「平成19年度版情報通信白書」
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▲毎日コミュニケーションズ（http://navi.mycom.co.jp/saponet/）の「魅力を感じている業種」の調査結果

学生が魅力を感じる職種

▲文部科学省、大手予備校のデータを基に、国公立大学全体、及び全国の主な国公立大学の情報工学系学部の志願倍率（前記日程）平均値を算出 （みずほ情報総研作成）

情報工学系学部学科の志願倍率 （N=76）

■■■■学生学生学生学生にとってにとってにとってにとって魅力魅力魅力魅力がががが不足不足不足不足 ■■■■志願倍率志願倍率志願倍率志願倍率もももも低下低下低下低下
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国公立情報系学科国公立大学
（出典）高度ＩＴ人材の育成に関する関係省庁連絡会議 資料（2006年8月31日）

２２２２ 報告書報告書報告書報告書のののの概要概要概要概要

（（（（参考参考参考参考②②②②）ＩＣＴ）ＩＣＴ）ＩＣＴ）ＩＣＴ人材人材人材人材のののの職種職種職種職種としてのとしてのとしてのとしての魅力低下等魅力低下等魅力低下等魅力低下等

ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ人材人材人材人材のののの職種職種職種職種としてのとしてのとしてのとしての魅力魅力魅力魅力がががが低下低下低下低下するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、ICTICTICTICT人材予備軍人材予備軍人材予備軍人材予備軍となるはずのとなるはずのとなるはずのとなるはずの

情報工学系学部学科情報工学系学部学科情報工学系学部学科情報工学系学部学科をををを目指目指目指目指すすすす学生学生学生学生がががが減少減少減少減少。。。。
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２２２２ 報告書報告書報告書報告書のののの概要概要概要概要

（（（（１１１１）））） 高度高度高度高度ICTICTICTICT人材育成人材育成人材育成人材育成のののの現状現状現状現状とととと課題課題課題課題 ③③③③人材育成人材育成人材育成人材育成のののの場場場場（（（（人材育成機会人材育成機会人材育成機会人材育成機会））））
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○ 中等教育まで

・ ICTの社会的意義

・魅力・ICTリテラシー

の習得不十分

・ ソフトスキル (コミュニ

ケーション能力等）の

不足 等

○ 高等教育機関

・ 産業界側のニーズと

のミスマッチ（実務上

必要なICTに関する

基礎知識・スキル等の

習得が不十分）

・ 研究重視の風潮

・ 産業界出身の人材受入

体制が不十分 等

○ 研修事業者

・ 地方・中小事業者

における講師の

不足 等

社会社会社会社会・・・・経済経済経済経済・・・・産業産業産業産業ののののニーズニーズニーズニーズにににに合合合合ったったったった教育教育教育教育（（（（育成機会育成機会育成機会育成機会））））がががが不十分不十分不十分不十分
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２２２２ 報告書報告書報告書報告書のののの概要概要概要概要

（（（（参考参考参考参考））））産業界側産業界側産業界側産業界側ののののニーズニーズニーズニーズとととと教育内容教育内容教育内容教育内容ののののミスマッチミスマッチミスマッチミスマッチ

（出典）（独）情報処理推進機構（2008）「ＩＴ人材市場動向予備調査 調査報告書」

0% 20% 40% 60% 80% 100%プログラミング技術計算機科学通信・ネットワーク情報数理科学プレゼンテーションソフトウェア工学システム・ソフトウェア設計データベースオペレーティングシステム文書作成能力・文章力チームワーク情報システムの活用戦略リーダーシップ職業についての理解情報処理・IT関連の資格取得プロジェクトマネジメントWord・Excel等のITリテラシー経営・組織マネジメントその他特にない無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%システム・ソフトウェア設計文書作成能力・文章力チームワークプログラミング技術リーダーシッププレゼンテーションソフトウェア工学通信・ネットワークプロジェクトマネジメント職業についての理解情報処理・IT関連の資格取得データベース情報システムの活用戦略情報数理科学経営・組織マネジメントWord・Excel等のITリテラシー計算機科学オペレーティングシステムその他特にない無回答

企業側企業側企業側企業側 「「「「大学教育大学教育大学教育大学教育にににに期待期待期待期待するするするする教育内容教育内容教育内容教育内容」」」」 大学側大学側大学側大学側 「「「「重視重視重視重視しているしているしているしている教育内容教育内容教育内容教育内容」」」」

実務上必要実務上必要実務上必要実務上必要ななななＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴにににに関関関関するするするする基礎的知識基礎的知識基礎的知識基礎的知識・・・・スキルスキルスキルスキル（（（（システムシステムシステムシステム等等等等のののの設計手法設計手法設計手法設計手法、、、、プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト

マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント等等等等）、）、）、）、ソフトスキルソフトスキルソフトスキルソフトスキル（（（（コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション能力等能力等能力等能力等））））のののの習得習得習得習得についてについてについてについて、、、、他他他他のののの教育教育教育教育

内容内容内容内容とととと比比比比べべべべ、、、、企業側企業側企業側企業側のののの大学教育大学教育大学教育大学教育にににに対対対対するするするする期待期待期待期待がががが相対的相対的相対的相対的にににに高高高高いいいい一方一方一方一方、、、、大学側大学側大学側大学側のののの重視重視重視重視

するするするする度合度合度合度合いはいはいはいは必必必必ずしもずしもずしもずしも高高高高くないくないくないくない。。。。



Ministry of Internal Affairs and Communications － ICT Policy

２２２２ 報告書報告書報告書報告書のののの概要概要概要概要

（（（（１１１１）））） 高度高度高度高度ICTICTICTICT人材育成人材育成人材育成人材育成のののの現状現状現状現状とととと課題課題課題課題 まとめまとめまとめまとめ
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産業構造

低収益、マーケットメカニ

ズムが働きにくい構造

人材育成の活躍の場

（人材育成環境）

処遇面を中心としたICT人材

の職業としての魅力低下

人材の育成の場

（人材育成機会）

社会・経済・産業のニーズ

に合った教育（育成機会）

が不十分

高度ICT人材の不足（自律的に輩出されず）
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２２２２ 報告書報告書報告書報告書のののの概要概要概要概要

（（（（２２２２）））） 高度高度高度高度ICTICTICTICT人材育成人材育成人材育成人材育成にににに向向向向けたけたけたけた取組取組取組取組のののの基本方針基本方針基本方針基本方針

9

産業構造改革、人材育成環境整備、人材育成機会充実を一体的に、産学官連携

して、総合的・複合的に実施

① ICT産業構造の改革

② 高度ICT人材予備軍（新卒採用段階）の実践的な能力の育成

③ 高度ICT人材候補者（社会人）の継続的育成

④ グローバル化への対応

⑤ 高度ICT人材育成の取組の横展開の推進

（高度ＩＣＴ人材の量的拡大、地方人材の育成）

⑥ 高度ICT人材育成を一体的、継続的に進めるための推進体制の強化・整備

基本方針基本方針基本方針基本方針
基本方針基本方針基本方針基本方針

我我我我がががが国国国国ののののICTICTICTICT分野分野分野分野においてにおいてにおいてにおいて、、、、必要必要必要必要なななな高度高度高度高度ICTICTICTICT人材人材人材人材がががが自律的自律的自律的自律的にににに輩出輩出輩出輩出されるようなされるようなされるようなされるような

メカニズムメカニズムメカニズムメカニズムのののの構築構築構築構築がががが必要必要必要必要



Ministry of Internal Affairs and Communications － ICT Policy

２２２２ 報告書報告書報告書報告書のののの概要概要概要概要

（（（（３３３３）））） 具体的具体的具体的具体的なななな高度高度高度高度ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ人材育成策人材育成策人材育成策人材育成策
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● 新たな「育成の場」の整備

＊ 実践的な高度ICT人材育成に特化

＊ 新卒者、社会人、留学生など、世界中

から多様かつトップクラスを目指す人

材が、互いに学びあえる場（世界レベ

ルの高度ＩＣＴ人材の育成の場）

（教育の内容（例））

①PBL、実プロジェクト、インターンシップ等

②社会人ニーズを踏まえた最新技術等の

教育

③学際的な教育

④留学、海外インターンシップ等

⑤キャリア教育の充実

（体制）

＊ 専門職大学院が望ましいが、（一般の）

大学院、その他高等教育機関等も考

えられる。起爆剤として、当面、先導

的組織の少数整備が考えられる

特特特特にににに、、、、産学官産学官産学官産学官がががが一体一体一体一体となってとなってとなってとなって取取取取りりりり組組組組むむむむ必要性必要性必要性必要性のののの高高高高くくくく、、、、喫緊喫緊喫緊喫緊にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ必要必要必要必要があるがあるがあるがある

次次次次のようなものについてのようなものについてのようなものについてのようなものについて、、、、当面当面当面当面、、、、起爆剤起爆剤起爆剤起爆剤としてとしてとしてとして推進推進推進推進

● ICT人材育成の場を支援するための仕組

み（ナショナルセンター的機能）の整備

＊ ICT人材の育成の場を社会・経済・産業の

環境・ニーズの変化に的確に対応できる

よう支援するための仕組み

（具体的な機能（例））

① 高度ＩＣＴ人材育成関係者が集まり恒常的

に議論できる場

② 実践的ＩＣＴ教育に関する研究・実証

③ モデルカリキュラム（プログラム）の策定

④ 産学間のコーディネーション

⑤ 教育アセット（教材等）の開発・管理・提供

⑥ 教員の能力開発等（FD）の研究・実施

⑦ 海外高度ＩＣＴ人材育成機関との連携

（体制）

＊ 行政機関、独法、大学、公益法人、NPO 

法人等が考えられるが、産学官の連携が

最大限効果的に図られるよう、関係者間で

更に具体的な検討が行われるべき

○○○○ ICTICTICTICT人材人材人材人材のののの活躍活躍活躍活躍のののの場場場場

（（（（人材育成環境人材育成環境人材育成環境人材育成環境））））のののの整備整備整備整備

（ICT企業）

＊ 各企業が自らの問題として、

能力に応じた採用・処遇、

キャリアパスの明確化・多様化、

計画的な人材育成等行う必要

＊ 人材の流動性を高めるため、

産学官が連携して、能力評価

手法、資格等の整備を行うべき

（ICT利用企業等）

＊ ICT企業と同様の取組のほか、

特にマネジメント層のICTに

対する理解の向上を図るための

取組も必要

＊ 外部のICT人材の積極的活用

も重要

○○○○ ICTICTICTICT人材人材人材人材のののの育成育成育成育成のののの場場場場（（（（人材育成機会人材育成機会人材育成機会人材育成機会））））のののの充実充実充実充実

各企業自各企業自各企業自各企業自らのらのらのらの取組取組取組取組がががが中心中心中心中心 産学官連携産学官連携産学官連携産学官連携がががが必要必要必要必要



高度高度高度高度ICTICTICTICT人材育成人材育成人材育成人材育成のののの場場場場をををを支援支援支援支援するためのするためのするためのするための仕組仕組仕組仕組みみみみ（（（（ナショナルセンターナショナルセンターナショナルセンターナショナルセンター的機能的機能的機能的機能））））についてについてについてについて

（（（（イメージイメージイメージイメージ））））

（（（（高度高度高度高度ICTICTICTICT人材人材人材人材））））

・ ICT利用企業におけるCIO等、ICT利活用により高い付加価値を創造できる人材

・ ICT企業におけるﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞｬ等、高度・複雑・大規模ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ等を適切に遂行出来る人材

・ 海外人材と適切にｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取りながら業務をﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ出来る人材 など

（（（（教育教育教育教育のののの内容内容内容内容（（（（例例例例））））））））①①①①PBL(ProjectPBL(ProjectPBL(ProjectPBL(Project Based Learning)Based Learning)Based Learning)Based Learning)、、、、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ゚゚゚等実践的教育等実践的教育等実践的教育等実践的教育②②②②社会人社会人社会人社会人ﾆｰｽﾆｰｽﾆｰｽﾆｰｽﾞ゙゙゙をををを踏踏踏踏まえたまえたまえたまえた最新技術等最新技術等最新技術等最新技術等のののの教育教育教育教育③③③③ICTICTICTICT以外以外以外以外のののの分野分野分野分野（（（（機械機械機械機械、、、、経営等経営等経営等経営等））））をををを含含含含むむむむ学際的学際的学際的学際的なななな教育教育教育教育④④④④留学留学留学留学、、、、海外海外海外海外ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ゚゚゚⑤⑤⑤⑤ｷｬﾘｱｷｬﾘｱｷｬﾘｱｷｬﾘｱ教育教育教育教育（（（（職業意識職業意識職業意識職業意識のののの啓発等啓発等啓発等啓発等）））） などなどなどなど
育成育成育成育成のののの場場場場（（（（実践的実践的実践的実践的なななな高度高度高度高度ICTICTICTICT人材育成人材育成人材育成人材育成にににに特化特化特化特化））））
育成育成育成育成のののの場場場場（（（（実践的実践的実践的実践的なななな高度高度高度高度ICTICTICTICT人材育成人材育成人材育成人材育成にににに特化特化特化特化））））

総務省等総務省等総務省等総務省等
産業界産業界産業界産業界

学界学界学界学界

（（（（具体的具体的具体的具体的なななな機能機能機能機能（（（（例例例例））））））））①①①① 高度高度高度高度ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ人材育成関係者人材育成関係者人材育成関係者人材育成関係者がががが集集集集まりまりまりまり恒常的恒常的恒常的恒常的にににに議論議論議論議論できるできるできるできる場場場場（（（（必要必要必要必要なななな人材像人材像人材像人材像、、、、育成手法育成手法育成手法育成手法・・・・方策等方策等方策等方策等のののの議論議論議論議論のののの場場場場（（（（研究会等研究会等研究会等研究会等））））））））②②②② 実践的実践的実践的実践的ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ教育教育教育教育にににに関関関関するするするする研究研究研究研究・・・・実証実証実証実証（（（（教材等教材等教材等教材等のののの収集分析収集分析収集分析収集分析、、、、能力評価手法能力評価手法能力評価手法能力評価手法のののの研究等研究等研究等研究等））））③③③③ 実践的実践的実践的実践的ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ教育教育教育教育にににに関関関関するするするするカリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラム標準標準標準標準のののの策定策定策定策定（（（（ｶﾘｷｭﾗﾑｶﾘｷｭﾗﾑｶﾘｷｭﾗﾑｶﾘｷｭﾗﾑにおいてにおいてにおいてにおいて習得習得習得習得がががが期待期待期待期待されるされるされるされる標準的標準的標準的標準的なななな知識知識知識知識・・・・ｽｷﾙｽｷﾙｽｷﾙｽｷﾙ、、、、学習時間等学習時間等学習時間等学習時間等をををを規定規定規定規定））））④④④④ 産学間産学間産学間産学間ののののコーディネーションコーディネーションコーディネーションコーディネーション（（（（産業界出身産業界出身産業界出身産業界出身のののの教員派遣教員派遣教員派遣教員派遣、、、、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ゚゚゚のののの受入等受入等受入等受入等についてについてについてについて産学間産学間産学間産学間のののの仲介仲介仲介仲介））））⑤⑤⑤⑤ 教育教育教育教育アセットアセットアセットアセット（（（（先進事例先進事例先進事例先進事例にににに基基基基づいたづいたづいたづいた教材教材教材教材、、、、eeeeﾗｰﾆﾝｸﾗｰﾆﾝｸﾗｰﾆﾝｸﾗｰﾆﾝｸﾞ゙゙゙基盤等基盤等基盤等基盤等））））のののの開発開発開発開発・・・・管理管理管理管理・・・・提供提供提供提供⑥⑥⑥⑥ 教員教員教員教員のののの能力開発等能力開発等能力開発等能力開発等（（（（FDFDFDFD））））のののの研究研究研究研究・・・・実施実施実施実施（（（（実践的教育実践的教育実践的教育実践的教育をををを担担担担うううう教員教員教員教員のためののためののためののための研修研修研修研修ﾌﾌﾌﾌﾟ゚゚゚ﾛｸﾛｸﾛｸﾛｸﾞ゙゙゙ﾗﾑﾗﾑﾗﾑﾗﾑのののの開発等開発等開発等開発等））））⑦⑦⑦⑦ 海外高度海外高度海外高度海外高度ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ人材育成機関人材育成機関人材育成機関人材育成機関とのとのとのとの連携連携連携連携（（（（交換留学交換留学交換留学交換留学、、、、単位互換等単位互換等単位互換等単位互換等にににに関関関関するするするする教育機関間教育機関間教育機関間教育機関間のののの仲介仲介仲介仲介）））） などなどなどなど

○○○○ 社会社会社会社会・・・・経済経済経済経済・・・・産業産業産業産業のののの環境環境環境環境・・・・ニーズニーズニーズニーズをををを継続的継続的継続的継続的にににに把握把握把握把握しししし、、、、それをそれをそれをそれを踏踏踏踏まえたまえたまえたまえた実践的実践的実践的実践的ICT教育教育教育教育のののの研究等研究等研究等研究等をををを実施実施実施実施

○○○○ そのそのそのその成果成果成果成果としてのとしてのとしてのとしての教育教育教育教育プログラムプログラムプログラムプログラムやややや教材教材教材教材のののの提供等提供等提供等提供等によりによりによりにより、、、、必要必要必要必要なななな高度高度高度高度ICT人材人材人材人材のののの育成育成育成育成のののの取組取組取組取組をををを支援支援支援支援

○○○○ 以上以上以上以上によりによりによりにより、、、、高度高度高度高度ICT人材育成人材育成人材育成人材育成のののの取組取組取組取組のののの横展開横展開横展開横展開をををを推進推進推進推進（（（（高度高度高度高度ICT人材人材人材人材のののの量的拡大量的拡大量的拡大量的拡大、、、、地方人材地方人材地方人材地方人材のののの育成育成育成育成））））

ナショナルセンターナショナルセンターナショナルセンターナショナルセンター的機能的機能的機能的機能
ナショナルセンターナショナルセンターナショナルセンターナショナルセンター的機能的機能的機能的機能

大学院大学院大学院大学院

専門職大学院専門職大学院専門職大学院専門職大学院

人材予備軍、人材候補者の輩出
教材提供等により実践的高度ICT人材育成を支援

ナショナルセンター的機能整備支援（人的、財政的） 22

そのそのそのその他高等教育他高等教育他高等教育他高等教育

機関等機関等機関等機関等


